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回覧QRコードを読取り、古河市ホームページ（市民協働課）から
バックナンバー等を閲覧できます。

　４月21日（金）、認証書交付式終了後に、第１回正副地区長会議が行われました。この会議で古河市行政自治
会の新役員が決定され、新年度の事業計画や予算について協議し、承認されました。
　役員名簿及び正副地区長名簿については、次のとおりです。

　続いて、在職４年以上で退任された自治会長・行政
区長７名を代表し、五丁目自治会の寺田靖彦氏と七軒
町自治会の小林明氏が登壇し、感謝状と記念品が贈呈
されました。

� 長い間、お疲れ様でした。

　４月21日（金）、野本電設工業コスモスプラザにお
いて、自治会長・行政区長の認証書交付式が行われ、
市長から認証書が手渡されました。

正副地区長会議報告　役員が決まりました！

自治会長・行政区長退任者へ感謝状を贈呈しました

役 員 名 簿
役 職 名 氏　　名 地 区 名
会　長 湯　本　　　豊 第19地区
副会長 小　川　久　雄 第  6地区
副会長 長　濵　　　忍 第  9地区
理　事 吉　田　昭　万 第  3地区
理　事 落　合　秋　男 第14地区
理　事 梅　津　信　男 第16地区
会　計 永　井　行　男 第20地区
監　事 山　口　義　美 第  7地区
監　事 宗　像　久　子 第12地区

正副地区長名簿
地区名 地区長 自治組織名 副地区長 自治組織名
第  1 小　堀　英　男 桜町 須　田　昭　二 観音寺
第  2 松　田　　　廣 元原 穐　山　　　廣 八幡町
第  3 吉　田　昭　万 下三 三　村　洋　輔 下山一丁目
第  4 羽　兼　邦　夫 茶屋西町 松　本　桂　一 中田町
第  5 中　村　　　仁 中横 大　髙　忠　男 栄
第  6 小　川　久　雄 緑町 関　　　一　郎 常盤台
第  7 山　口　義　美 けやき平 大　澤　一　男 ひばりが丘
第  8 諏　訪　　　稔 稲宮 小野寺　良　夫 新町
第  9 長　濵　　　忍 東泉町 白　戸　　　正 八幡町
第10 青　木　　　裕 上辺見 沼　田　　　正 中辺見
第11 山　室　　　功 下辺見 小久保　　　南 上辺見南町
第12 宗　像　久　子 駒羽根住宅団地 秋　山　忠　穗 駒羽根
第13 佐　藤　博　史 北新町 知　久　　　貴 前林
第14 落　合　秋　男 久能 栗　原　春　男 葛生
第15 鶴　見　好　男 諸川上町 舘　野　仁　重 諸川下町
第16 梅　津　信　男 上片田宮前 関　　　信　雄 上根
第17 増　田　清　次 大和田下 舩　橋　春　雄 新和田
第18 森　田　　　馨 仁連御辺 田　宮　和　宏 仁連上町五
第19 湯　本　　　豊 小立野第二 小　林　浩　二 沼影第二
第20 永　井　行　男 下尾崎二 塚　原　治　夫 丸山

令 和 ５ 年 度　感 謝 状 受 賞 者
地区 自治組織名 氏　名 在職年数
第  5 五　丁　目 寺　田　靖　彦 27年
第15 東　諸　川 鈴　木　榮　治 13年
第  2 雷電一丁目 内　田　晴　一  9 年
第  2 七　軒　町 小　林　　　明  8 年
第20 前　新　田 佐　藤　隆　志  8 年
第  1 大　工　町 関　　　照　美  4 年
第12 駒羽根元橋 中　川　昣　郎  4 年

（敬省略）

～　行 事 予 定　～

  8 月 27日（日） 第14回行政自治会親善バレーボール大会

10 月
27日（金）
～

28日（土）
自治会長・行政区長視察研修

11 月 19日（日） 市民総ぐるみ清掃※荒天の場合11/26（日）
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　令和５年２月10日（金）、正副地区長20名の参加を
得て視察研修を行いました。研修先及び研修テーマ
は、柏市の「柏市地域協働考える会」において「自治
組織の運営課題とDXについて」研修してきました。
＊ＤＸとはデジタルトランスフォーメーションの略
で、データやデジタル技術によって業務等の変革を成
し遂げるものであり、その目的は競争力の維持・獲得・
強化を果たすことにあります。
　研修は、「自治組織の運営課題とＩＣＴ活用」と
いった内容で、「柏市地域協働を考える会」の秋元会
長ほか会のメンバーによる活動などのお話を伺いまし
た。自治会活動の現状として、活動の停滞・活動の継
承が出来ない・治安維持非常時の協力体制の弱体化等
があります。それらは、地域の担い手不足（役員の高
齢化）、自治会未加入等が深刻です。自治会のこれか
らの姿として、自治会業務の負担軽減、ＩＣＴ化の活
用が考えられます。柏市においては、柏市と協働し、

　令和５年２月26日（日）、古河市イーエス中央運動公園イベント広場にて古河市消防春季点検式が開催されま
した。古河市内27の分団が勇壮に入場行進。開式のことば、団旗入場、国旗掲揚、出場人員報告と続き、職務
遂行に必要とされる動作や機械器具の点検を実施、緊張感の中で日頃の訓練の成果を披露しました。
　最後に、各分団による見事な一斉放水が行われ観客を楽しませてくれました。また、休憩を挟み春季点検授賞
式が行われ、124名が表彰されました。
　いつ起こるか知ることの出来ない火災や自然災害、そんな時、市民の大切な命と財産を守るために活躍される
古河市消防団の皆様は、市民にとって心強い存在であると改めて確信しました。
　今後も、古河市行政自治会としては支援・協力をして行きたいと思います。
� （文　広報委員　小林　浩二）　（写真　広報委員長　長濵　忍）

編集後記
　今まで災害は忘れた頃にやってくると言われてきましたが、近年
では、地震、水害等忘れなくてもやってくるという状況です。
　そのため、地域住民一人一人が主体的に助けあい「共助」の気持
ちを持って備えることが大切です。家庭や地域での防災力を高め、
「共助」の輪を広げて行きましょう。
� （広報委員長　長濵　忍）

行政自治会広報委員会
委員長
　長濵　忍
委　員　
　鶴見尚司　　関　一郎　　大澤一男
　白戸　正　　知久　貴　　梅津信男
　増田清次　　小林浩二

自治会の困りごとや課題について、共に考え、これら
を自ら解決することを目的に活動する市民公益活動団
体を立ち上げ成果を上げておられます。古河市におい
てもこのような団体を立ち上げて、自治会活動をサ
ポートする事が必要であると思います。
� （広報委員　梅津　信男）

正副地区長視察研修を行いました

地域の安全を守る古河市消防団!!
令和５年古河市消防春季点検式が４年ぶりに開催される

研修風景

団旗入場 一斉放水機械器具点検 表彰式


